
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が組織した会合に参加した いう この八月九日の会合は梁串が主催し、李文馥と他のベトナム 使節が招待された。　
まず、船で花畑を見て回り、それから画舫に着いて陳昌運

















































































































































































は古文の義理に尋ね、「植橘柚於玄朔 蒂華藕於修陵（橘柚を玄朔に植へ、華藕を修陵に蒂（つ）く） 」の二句の義を問うた。朱舜水は「橘植於南方、其性畏寒 過淮則化而為枳。華藕者芙
― 14 ―
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知っている西洋人との間のコミュニケーションの方法となっていた。これは、 「共欲酣杯終日語、卻愁南北不同音（共に酣杯し、終日語らんと欲すれども、却って愁ふ、 同音ならざるを。 ） 」 （越南陳朝阮忠彥使臣）という言語制限を克服し、 「問
― 15 ―
ベトナムの漢字筆談に関する研究










































 求封―一八〇 年、一八二〇年 八四一年 一八四八年。朝貢―一八〇四年、一八〇九年、一八一三年 八 七年、一八二四年、一 八 一八三二年 八三六年、一八四九年、一八五三年、一 五七年 一八六〇年、一八六八年、一八七二年、一八七六年 八 年礼聘―一八〇四 、一八〇九年、一 九 、一八二〇年、一八二四年、一 三〇年、 四一 一八四五年、一八四八年、一八五一年、 六五 七年一八七〇年、一八七六年、 八 三年。
（
14）　

















































































 漢喃研究院『出使詩』 、 ハノイ社会科学出版社、 一九九三年版、二〇頁。
（
39）　
永聘前掲書、三七三―三七四頁。
（
40）　
朱舜水前掲書、二七頁。
（
41）　
朱舜水前掲書、二七頁。
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